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2022年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模擬試験受験者への進路意向等アンケート調査結果

【アンケートの目的およびアンケート実施主体】

本アンケートは、一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟が、養成校在校者及び既卒者の進路意
向及び就労の状況を把握し、今後の福祉人材確保対策推進及び社会福祉分野への進学推進の参考資料、今
後のソーシャルワーク教育の充実のための参考資料とすることを目的として、令和４年度事業計画に基づ
き実施するものである。なお、本調査で得たデータは、統計的処理をしたうえで報告書等で公表すること
とし、個人が特定できる形式での公表はしない。

【アンケートの対象と倫理的配慮】

本アンケートの対象は、日本ソーシャルワーク教育学校連盟が実施する「2022 年度社会福祉士・精神保健
福祉士全国統一模擬試験」の受験者とし、マークシート形式のアンケート用紙に回答する。回答はすべて
統計的に処理し、個別の氏名、学校名、受験番号、各自の模擬試験の得点、問題の解答番号等は公表しな
い。また、上記目的以外の使用はしない。
また、本アンケートへの回答は任意とし、回答の有無あるいは内容によって、回答者に不利益が生じない。
本アンケートへの回答をもって、趣旨への同意を得たものとする。

◆ アンケート調査の概要・趣旨・対象・倫理的配慮等 ◆
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【方法】

○ 2022年10月第4週から11月第1週の間で本連盟が実施した「2022年度 社会福祉士・精神
保健福祉士全国統一模擬試験」の受験者9,305人を対象に、模擬試験終了後、各会場に
おいてアンケートを記入する時間を確保し、試験問題冊子の巻末に掲載したアンケート
項目についてマークシートにより回答。

【回収率、集計対象等】

○受験者9,305人のうち、進路意向等アンケート質問項目にすべて無回答だった999人を除
外し、8,306人の回答を有効回答とした（有効回答率89.3%）。

○本レポートは、有効回答8,306人のうち、本連盟会員校が設置した会場で受験した現役の
大学生5,706人（全有効回答の68.7%）の回答を対象に集計・分析した。

注）現役大学生以外の受験者2,600名の回答は大半が既卒者であることから、在学する現役
学生の就職等進路意向に関するトレンドを把握する観点から、現役大学生以外の受験者
を集計から除外している。

◆ 回収率・方法等 ◆
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Q1 あなたの年齢（年代）を選んでください。
Q2 あなたの性別を選んでください。
Q3 あなたがこれから受験する予定の国家試験について、当てはまるものをすべて選んでください。（MA）
Q4 上記Q3 で1「社会福祉士国家試験」を選んだ方にお伺いします。あなたが社会福祉士国家試験の受験資格を取得する（取得した）養成校種別を１つ選んで

ください。
Q5 上記Q3 で2「精神保健福祉士国家試験」を選んだ方にお伺いします。あなたが精神保健福祉士国家試験の受験資格を取得する（取得した）養成校種別を１

つ選んでください。
Q6 あなたが現在すでに取得済み（保有している）の国家資格について、当てはまるものをすべて選んでください。（MA）
Q7 あなたが社会福祉士又は精神保健福祉士養成課程（大学や養成施設等）で行った実習の分野をすべて選んでください。（MA）
Q8 上記Q7 で14 以外を選んだ方（実習を行った方）にお伺いします。あなたが就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在の勤務先）を選択するにあ

たり、実習先で最も影響を受けた人について、当てはまるものを１つ選んでください。
Q9 上記Q8 で1～4（5 以外）を選んだ方にお伺いします。あなたの就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在勤務先）を選択する際にうけた影響に

ついて、当てはまるもの１つ選んでください。
Q10 上記Q7 で14 以外を選んだ方（実習を行った方）にお伺いします。実習前と実習実施後で、あなたの就職に関する意識の変化について、当てはまるもの

１つ選んでください。
Q11 上記Q7 で14 以外を選んだ方（実習を行った方）にお伺いします。実習を行った結果、実習に行った施設・法人に就職したいと思いましたか。当てはま

るもの１つ選んでください。
Q12 あなたが社会福祉分野の大学や養成施設等（養成校）で学ぶことを目指した（意識した）年代を1 つ選んでください。
Q13 あなたが社会福祉分野の大学や養成施設等（養成校）で学ぶことを目指した理由をすべて選んでください。（MA）
Q14 あなたが社会福祉分野の大学や養成施設等（養成校）を目指した際、進学について反対した人はいましたか。当てはまる人をすべて選んでください。

（MA）
Q15 あなたが社会福祉分野への就労を目指した（意識した）年代を1 つ選んでください。
Q16 あなたが就職・就労するにあたり、希望する採用形態を1 つ選んでください。
Q17 あなたの現在の就職活動または就労の状況を１つ選んでください。
Q18 上記Q17 で1「内定ずみ」又は3 「すでに就労ずみ」を選んだ方にお伺いします。 採用形態を１つ選んでください。
Q19 あなたが現在関心をもっている分野について、あてはまるものをすべて選んでください。（MA）
Q20 あなたが社会福祉士や精神保健福祉士の資格を活かして取り組んでみたいことについて、当てはまるものをすべて選んでください。（MA）
Q21 あなたの就職予定先 ・ 就職活動先 （就労されている方は現在勤務先） の運営主体を1 つ選んでください。
Q22 あなたの就職予定先 ・ 就職活動先 （就労されている方は現在勤務先） の分野を選んでください。（MA）
Q23 上記Q21 で1～7 （8 ・ 9 以外） を選択した方にお伺いします。あなたが社会福祉分野での就労を目指した理由をすべて選んでください。（MA）
Q24 上記Q21 で1～7 （8 ・ 9 以外） を選択した方にお伺いします。あなたが社会福祉分野に就職することについて、あなたの周りに反対した人はいました

か。当てはまる人をすべて選んでください。（MA）
Q25 あなたが就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在勤務先）を選ぶにあたって、影響のあった学校（養成校）の在学中の体験等のうち、当ては

まるものをすべて選んでください。（MA）
Q26 あなたが就職予定先 ・ 就職活動先 （就労されている方は現在勤務先） を選ぶ上で重視することについて、当てはまるものをすべて選んでください。

（MA）
Q27 就職 （就労されている方は転職） に関する情報をどこから得ていますか。当てはまるものをすべて選んでください。（MA）

【アンケート項目】（巻末資料参照）
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１．年齢は、２０代が92%と最も多い。

■回答者の年代
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20代

92%

30代

3%

40代

2%

50代

2%
60代以上

1%

20代 30代 40代 50代 60代以上

度数 %

有効

20代 4904 92.1

30代 171 3.2

40代 119 2.2

50代 104 2.0

60代以上 24 0.5

合計 5322 100.0

欠損値 無回答 384

合計 5706



２．性別は、女性が74%、男性が26%、無回答が1.1%であった。

３．受験申込区分は、社会福祉士のみが77.8%、精神保健福祉士のみが8.6%、社会福祉士と精神保健福祉士
のダブルが13.5%で、集計対象の5,706人のうち、社会福祉士模試受験者の割合は91.3%、精神保健福祉士
模試受験者の割合は22.1%であった。

■回答者の性別と模試受験区分（模試の種類）
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女, 4184・74% 男, 1459・26%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

性別 n=5,706 欠損値=63

社会福祉士

77.8

精神保健福祉士

8.6

ダブル

13.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

模擬試験受験申込区分 n=5,706 欠損値=6



■回答者の居住地（ブロック）
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４．回答者の居住地

北海道, 180, 3%

東北, 514, 9%

関東甲信越, 

2239, 39%

東海北陸, 642, 

12%

近畿, 909, 16%

中国四国, 639, 

11%

九州・沖縄, 

583, 10%

居住地 n=5,706



Ｑ７．実習を行った分野では、障害者福祉分野が38.4%、高齢者福祉分野が36.7%と多く、次いで地域福祉分野29.2%、
児童・母子福祉分野23.9%、精神保健福祉分野20.1%であった。

■模擬試験受験者が行った実習の分野
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分野（n=5083） 該当 非該当 合計

障害者福祉分野
1952 3131 5083

38.4 61.6 100.0

高齢者福祉分野
1863 3220 5083

36.7 63.3 100.0

地域福祉分野
1483 3600 5083

29.2 70.8 100.0

児童・母子福祉分野
1216 3867 5083

23.9 76.1 100.0

精神保健福祉分野
1022 4061 5083

20.1 79.9 100.0

医療分野
610 4473 5083

12.0 88.0 100.0

就業支援分野
571 4512 5083

11.2 88.8 100.0

生活保護分野
422 4661 5083

8.3 91.7 100.0

生活困窮者自立支援分野
371 4712 5083

7.3 92.7 100.0

行政分野
293 4790 5083

5.8 94.2 100.0

学校教育分野
172 4911 5083

3.4 96.6 100.0

司法分野
85 4998 5083

1.7 98.3 100.0

38.4

36.7

29.2

23.9

20.1

12.0

11.2

8.3

7.3

5.8

3.4

1.7

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%



Ｑ９．就職予定先・就職活動先の選択にあたり、実習の経験から肯定的または否定的な影響を受けたか聞いたところ、
肯定的な影響を受けた者は59.6%と最も多く、どちらかというと肯定的が32.4%となっており、回答者の92%が、
就職先を選定する上で実習の経験から『肯定的な影響』を受けている。

■就職予定先・就職活動先を選択するにあたって、実習の経験から受けた影響

Ｑ８．就職先の選択にあたり、「実習先
で最も影響を受けた人」では、
『実習指導者』が36.3%と最も多く、
次いで『実習指導者以外の職員』
が18.1%となっており、5割以上が
『実習先の職員（実習指導者含
む）』に就職先選択における影響
を受けている。
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肯定的な影響を受けた

59.6

どちらかというと肯定的な影

響を受けた

32.4

どちらかというと否定的な影響を

受けた

6.0

否定的な影響を受けた

2.0
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職予定先・活動先を選択するにあたり、実習の経験から受けた影響 n=3,816

36.3

18.1

16.0

5.4

24.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

実習指導者

実習指導者以外の職員

実習先の利用者等

実習担当教員

影響を受けた人はいない

就職先の選択にあたり、実習先で最も影響を受けた人

n=4,931



Ｑ１０．実習を行う前と行った後での、就職に関する意識の変化では、『実習前は福祉分野への就職を希望しており、
実習後も福祉分野に就職したい』が76%と最も多い。また、『実習前は福祉分野への就職を希望していないが実
習後は福祉分野に就職したい』と意識が変化した学生は9%で、85%の学生は『実習が福祉分野への就職意識にポ
ジティブに影響している』と言える。一方、『実習前は福祉分野への就職を希望していたが、実習後は福祉分
野に就職したくない』と意識が変化した学生は8%、『実習前も実習後も福祉分野に就職したくない』が7%おり、
15%が『実習が福祉分野への就職意識にネガティブ』に影響している。

■実習前と実習後の、福祉分野への就職に関する意識
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実習前は就職を希望、実

習後も就職したい, 

3,809 , 76%

実習前は就職を希望して

いないが、実習後は就職

したい, 440 , 9%

実習前は就職を希望、実

習後は就職したくない, 

385 , 8%

実習前も実習後も就職し

たいと思わなかった, 

377 , 7%

実習前と実習後の就職に関する意識 n=5,011



Ｑ１１．実習を行った結果、その実習を行った施設・法人に就職したいかを聞いたところ、『できることなら実習に
行った施設・法人に就職したい』と、約３割が実際に実習を行った実習先を就職先に希望している。一方、
『実習を行った施設・法人に就職したいと思わない』が約４割となっており、Ｑ９及びＱ１０で『実習による
福祉分野への就職意識』がポジティブ（85%）に関連しているものの、実際に実習を行った実習施設への就職に
は必ずしも結びついてはいない。

■実習を行った結果、実習を行った施設・法人に就職したいか
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可能なら実習を行った施

設・法人に就職したいと

思った, 1452, 29%

実習を行った施設・法人

に就職したいと思わな

かった, 1938, 39%

わからない, 1611, 32%

実習を行った結果、実習に行った施設・法人に就職したいと思いましたか

n=5,001



Ｑ１６．就職・就労するにあたり、希望する採用形態について聞いたところ、常勤職員として定年まで働ける『正規
職員』を希望する者が94%であり、ほとんどの学生が、常勤として定年まで働ける『正規職員』による就職・採
用を希望している。

■就職・就労するにあたり、希望する採用形態
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正規職員（常勤職員と

して定年まで働ける職

員）, 4990, 94%

非正規職員（契約職

員、パート・アルバイ

ト、その他雇用期間が

決まっている職員）, 

70, 1%

正規・非正規どちらで

もよい, 206, 4%
その他, 44, 1%

希望する採用形態 n=5,310



Ｑ１７．模擬試験を実施した2022年11月第1週現在の就職活動又は就労の状況について聞いたところ、『既に内定済
み』が63%と最も多い一方、『就活中（まだ内定していない）』者が約３割であり、卒業年度（４年次）の11月
上旬の時点で就職先が内定していない（11月以降も就職活動をする）状況は、他の一般企業等の就活市場に比
べ、極めて遅いことが伺える。（一般的な就活市場では、大学3年時にインターン、大学4年時の前半（夏前）
には内々定を出すことが一般的。）

■現在の就職活動の状況（2022年11月第1週現在）
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内定済み, 3314, 63%

就活中（未内定）, 

1441, 27%

既に就労中, 230, 4%

進学（院等）, 77, 2%
その他, 224, 4%

現在の就職活動または就労の状況 n=5,286



Ｑ１８．Q17で『内定済み』または『既に就労済み」と回答した者の採用形態を聞いたところ、常勤職員として定年
まで働ける『正規職員』と回答した者が94%であり、Ｑ１６の「希望する採用形態」と同じ割合である。実際の
就職内定が「希望する採用形態」と同じ結果となっている。

■『内定ずみ』または『既に就労ずみ』の者の採用形態
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正規職員（常勤で定年

まで働ける職員）, 

3324, 94%

非正規職員, 88, 3%

内定も国試結果で採用形

態が変わる, 108, 3% その他, 13, 0%

『内定ずみ』または『既に就労ずみ』の者の採用形態 n=3,533



Ｑ１９．現在関心を持っている分野について聞いたところ、『児童・母子福祉』が38%と最も多く、次いで『高齢者
福祉』32.3%、『障害者福祉』31.4%、『地域福祉』27.8%、『医療関係』17.7%となっている。

■関心を持っている福祉分野
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Q19関心をもっている分野
（n=5,295）

関心あり

児童・母子福祉関係
2015

38.1

高齢者福祉関係
1708

32.3

障害者福祉関係
1665

31.4

地域福祉関係
1470

27.8

医療関係
935

17.7

精神保健福祉関係
798

15.1

学校教育関係
667

12.6

行政機関
599

11.3

就業支援関係
466

8.8

生活保護関係
464

8.8

生活困窮者自立支援関係
324

6.1

司法関係
276

5.2

38.1

32.3

31.4

27.8

17.7

15.1

12.6

11.3

8.8

8.8

6.1

5.2

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0



Ｑ２０．社会福祉士や精神保健福祉士の資格を活かして取り組んで見たいことでは、Ｑ１９の「関心のある分野」
と同様、『子ども・子育て支援、児童虐待防止』が最も多く35.6%、次いで『制度の狭間にいる人への支援』
34.8%、『ネットワークづくり』25.5%、『社会的弱者の権利を守る』25.4%、『障害者の地域生活支援』24.9%
の順となっている。また、福祉支援とともに、『まちおこしや地域活性化』16.5%、『過疎地での暮らしの支
援』6.7%など、地方創生や地方活性化に関心があるとの回答も一定数ある。

■社会福祉士や精神保健福祉士の資格を活かして取り組んで見たいこと
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Q20：取り組んでみたいこと（n=5286,MA）
取り組んで

みたい

子ども・子育て支援、児童虐待防止
1881

35.6

制度の狭間にいる人への支援
1841

34.8

社会福祉関係者や住民とのネットワークづ
くり

1348

25.5

社会的に弱い立場の人の権利を守る
1344

25.4

障害者の地域生活支援
1317

24.9

自身のキャリアアップ
1246

23.6

まちおこしや地域活性化
871

16.5

認知症高齢者の支援
871

16.5

多文化共生
533

10.1

新しい福祉サービスを創り出す
444

8.4

災害で被災した人々への支援
403

7.6

過疎地での暮らしの支援
356

6.7

政策や制度の提案・立案や運用
296

5.6

35.6

34.8

25.5

25.4

24.9

23.6

16.5

16.5

10.1

8.4

7.6

6.7

5.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0



Ｑ２１．就職予定先・就職活動先の運営主体では、『社会福祉法人（社協を除く）』が40%と最も多く、次いで『医
療法人（病院等）』15%、『公務員（福祉職＋一般） 』15%、 『一般企業』9%、 『福祉系一般企業』8%、『社
会福祉協議会』5%の順である。ただし、調査実施時点における就職活動の状況（Q17）では、約3割が「未だ内
定していない」と回答していることを踏まえると、2022年度末時点では、採用活動が遅い社会福祉法人や医療
法人の割合が増加することが推察される。

■就職予定先・就職活動先の運営主体
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社会福祉法人（社協を除く）

2079

40%

医療法人（病院等）

804

15%

公務員（福祉職

採用）

581

11%
公務員（一般行政職）

211

4%

NPO法人

98

2%

社会福祉協議会

252

5%

福祉関係の一般企業

430

8%

一般企業

458

9%
その他

330

6%

就職予定先・就職活動先の運営主体 n=5,243



Ｑ２２．就職予定先・就職活動先の分野では、『高齢者福祉』が27.9%と最も多く、次いで『障害者福祉』24.7%、
『児童・母子福祉』22.3%、『医療』12.8%、『地域福祉』11.1%、『行政』8.7%、『精神保健福祉』7.5%の順
となっている。Ｑ１９の「関心のある分野」では『児童・母子福祉』の関心が最も高かったが、一方でＱ１８
では『正規職員』を９割以上が希望しており、実際の就職活動において「正規職員の採用が多い」高齢者福祉
や障害者福祉が実際の就職活動先の分野として上位に上がったことが推察される。

■就職予定先・就職活動先の分野
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Q22：就職予定先・就職活動先の分野
（n=5225,MA）

取り組んで
みたい

高齢者福祉関係
1460

27.9

障害者福祉関係
1290

24.7

児童・母子福祉関係
1167

22.3

医療関係
668

12.8

地域福祉関係
579

11.1

行政機関
454

8.7

精神保健福祉関係
393

7.5

就業支援関係
225

4.3

生活保護関係
194

3.7

学校教育関係
152

2.9

生活困窮者自立支援関係
117

2.2

司法関係
40

0.8

27.9

24.7

22.3

12.8

11.1

8.7

7.5

4.3

3.7

2.9

2.2

0.8

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0



Ｑ２３．福祉分野での就労をめざした理由では、『社会で重要な仕事だと思ったから』が７割超と最も多く、次い
で『人の役に立ちたい』が６割となっており、福祉分野の仕事が「社会にとって必要不可欠な業務」であり、
「その業務に就いて人びとの支援にあたる」ことを指向しているといえる。また、就労をめざした理由の中で
『他者からの勧め』（他者からの動機付け）では割合が１割未満と低く、学生は主体的かつ純粋に福祉分野の
仕事の重要性と、自身の福祉分野の仕事への適性を考えつつ就労をめざしていると言える。

■福祉分野での就労をめざした理由
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目指した理由（n=4552） 該当

社会で重要な仕事だと思ったから
3280

72.1

人の役に立ちたいから
2712

59.6

人と関わるのが好きだから
1552

34.1

社会的に弱い立場の人びとの権利を守りたいから
657

14.4

自分や身近な人が福祉の支援を受けたことがあるか
ら

649

14.3

人びとが暮らしやすい地域やまちをつくりたいから
620

13.6

雇用が安定している分野だから
510

11.2

親族・友人等が福祉の仕事をしているから
337

7.4

大学等（養成校）の先生に勧められたから
154

3.4

親族に勧められたから
149

3.3

職場の同僚や上司に勧められたから
27

0.6

72.1

59.6

34.1

14.4

14.3

13.6

11.2

7.4

3.4

3.3

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0



Ｑ１４．社会福祉分野の大学や養成施設等（養成校）を目指した際、進学について反対した人について聞いたとこ
ろ、９割が『反対した人はいない』と回答しており、とりわけ介護人材確保にかかる議論で言われる『親が反
対する』は6.3%、『高校の先生が反対』も1.4%と極めて低く、社会福祉士・精神保健福祉士養成においては、
一般的に介護人材確保難の理由として言われる論点とは一致していない。

■社会福祉分野の大学等をめざした際、進学について反対した人
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Q14：社会福祉分野への就職に反対した人（n=4,551） 該当

6．反対した人はいない
4783

90.2

1. 親（養育者）
335

6.3

2．高校の先生
75

1.4

3. 友人・同級生・同僚
60

1.1

4. 配偶者（同居のパートナー含む）・恋人
15

0.3

5. 上記1～4以外の人
73

1.4

90.2

6.3

1.4

1.1

0.3

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｑ２４．同様に、社会福祉分野への就労について反対した人についても９割が『反対した人はいない』と回答して
おり、社会福祉士や精神保健福祉士の人材確保については、正規雇用の採用が確保されれば、将来的にも安定
した人材確保が可能であると言える。

Q24：社会福祉分野への就職に反対した人（n=4,551） 該当

6. 反対した人はいない
4143

91.0

1. 親（養育者）
268

5.9

4. 親（養育者）以外の親族
64

1.4

3. 友人・同級生・同僚
31

0.7

2. 配偶者（同居のパートナー含む）・恋人
36

0.8

5. 上記1～4以外の人
49

1.1

91.0

5.9

1.4

0.7

0.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■社会福祉分野への就労について反対した人



Ｑ２５．就職予定先・就職活動先を選ぶ上で影響のあった在学中の体験では、『実習』が57.3%と最も多く、実習が
就職に強く影響している。

■就職予定先・就職活動先を選ぶ上で影響のあった在学中の体験
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目指した理由（n=4552） 該当

2. 実習
2979

57.3

1. 座学の授業
1286

24.7

8. 就職活動
1045

20.1

6. アルバイト経験
940

18.1

9. その他
776

14.9

5. ボランティア活動
688

13.2

4. ゼミ教育
667

12.8

3. 演習
413

7.9

7. 部活・サークル活動
202

3.9

57.3

24.7

20.1

18.1

14.9

13.2

12.8

7.9

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%



Ｑ２６．就職先の選定において重視することでは、『仕事のやりがいがある』が64.0%と最も多く、次いで『労働時
間や休日の取得』が43.0%、『給料』42.8%、『人間関係が良好』41.9%、『福利厚生』37.5%の順となっており、
Ｑ２３の結果同様、業務の重要性とやりがいを重視している傾向がわかる。

■就職先選定で重視すること
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該当

仕事のやりがいがある
3349

64.0

労働時間や休日の取得が希望に沿う
2246

43.0

給料・賃金が高い
2240

42.8

職場の人間関係が良好
2189

41.9

福利厚生が充実
1959

37.5

自宅から通勤が可能
1328

25.4

職場の環境（建物・立地等）が良い
1177

22.5

実施事業や業務内容が魅力的
1044

20.0

就職後のキャリアアップが用意
792

15.1

地域に密着した活動を行っている
717

13.7

自分の子どもの育児や家族の介護へのサポート
461

8.8

退職金制度がある
426

8.1

64.0

43.0

42.8

41.9

37.5

25.4

22.5

20.0

15.1

13.7

8.8

8.1
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